
野焼きは法律で禁じられています

野焼きは、風俗習慣上、または宗教上の行事を行うために

必要なものなどの例外を除き、法律で禁止されています。

ペットのフンは放置しないで

道路などに犬のフンを放置することは、マナーの問題だけ

でなく、「彦根市ごみの散乱およびふん害のない美しいまち

づくり条例」でも禁止されています。犬の散歩をするときは、

回収用具を持って、犬のふんは必ず回収しましょう。

騒音は周囲の迷惑です

家庭生活、自動車、レジャー、機械やポンプなど、大きな

音が出る原因はさまざまです。大きすぎる音は、騒音として

周囲の迷惑になります。一人ひとりの気配りで、騒音を軽減

しましょう。

問い合わせ先 生活環境課 30 6116、FAX27 0395
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人口と世帯数
平成19年５月１日現在

人　口
男
女
世帯数

（ ）内は前月との比較

１１１,１０５人 （＋ ７４）
５４,６０４人 （＋ ２３）
５６,５０１人　（＋ ５１）
４１,８２２世帯（＋１３０）

旧鈴木屋敷長屋門は、彦根城の中堀に面した第

三郭に建っています。現在は立花町となっている

この一帯には、かつて、300石以上の中級武家屋

敷が広がっていました。天保7年（1836）に城下

町を描いた『御城下惣絵図』によると、当地には

鈴木家５代権十郎重用の名があります。重用の当

時の知行（給与）は350石で、彦根藩の藩校弘道

館の物主（事務長）や、書物奉行、中屋敷留守居

役などを職務としていました。

かつての屋敷地は、間口10間半（約21ｍ）、奥行

27間半（約55ｍ）ありましたが、現在は主屋など

すべてが取り壊され、長屋門のみ現存しています。

長屋門は、桁行８間（約16ｍ）、梁間２間（約４ｍ）

の切妻造りで、正面右に偏して門が設けられ、門

の右に１部屋、左に３部屋の小部屋が連なります。

これらは、中間（武家奉公人）や女中の部屋のほ

か、馬屋や物置として利用されました。建物上半

を白漆喰壁、腰より下を下見板張りとし、要所に

は格子窓を設けています。棟束に文久2年(1862)の

墨書があり、幕末の建物であることが判明してい

ます。

彦根藩では分限（身分）に応じて長屋門の格式

が定められていたようですが、この建物は彦根藩

の中級武家屋敷の典型をなす長屋門として貴重で

あり、昭和52年(1977)に彦根市の指定文化財とな

っています。

彦根市で、プラスチックごみとして収集して

いるのは、主に「プラマーク」（右）のある容

器包装です。これらのごみは、幾つもの工程を

経て、再び資源として利用さ

れます。しかし、プラスチッ

クごみの中に異物が混じって

いると、リサイクルができま

せん。良質の資源としてリサ

イクルするために、次の３つ

の気配りをお願いします。

問い合わせ先 清掃センター管理課 22 2734、

FAX24 7787
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お知らせします　経営改革の取組　

１. 人権が尊重され、誰 もが安心して暮らせる福祉のまちづくり 

２. 良好な環境が整った、快適で安全・安心なまちづくり 

３. 活力ある産業に満ちた、にぎわいあふれるまちづくり 

４. 明日の彦根市を担う人を育 むまちづくり 

５. 人とひととの交流をひろげ、市民文化を創造するまちづくり 

市民がつくる 
安心と躍動のまち 
彦根 

特集

１

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

財
政
運
営
の
健
全
化

一
般
行
政
経
費
の
節
減

８
、
７
２
５
万
７
千
円
減

・
広
報
紙
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
文

書
配
布
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
に
よ

る
全
戸
配
布
シ
ス
テ
ム
の
平
成
20
年
度

か
ら
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。

・
現
行
の
入
札
制
度
を
見
直
し
、
入
札
参

加
機
会
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
競

争
性
を
高
め
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か

ら
、
業
種
な
ど
に
よ
っ
て
、
１
案
件
当

た
り
の
指
名
業
者
数
を
増
や
す
こ
と
を

検
討
し
ま
し
た
。

・
市
立
病
院
事
業
に
つ
い
て
、
委
託
業
務

の
精
査
を
進
め
、※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
や
競
争
入
札
の
一
層
の
実
施
に
よ
り

委
託
料
の
縮
減
を
図
り
ま
し
た
。

投
資
事
業
の
見
直
し

13
億
７
、
８
２
９
万
円
減

・
街
路
や
道
路
、
公
園
事
業
な
ど
に
つ
い

て
、
事
業
の
延
伸
も
含
め
、
事
業
計
画

を
見
直
し
ま
し
た
。

・
学
校
施
設
関
係
事
業
に
つ
い
て
、
耐
震

性
の
確
保
や
教
室
不
足
解
消
な
ど
の
緊

急
性
を
優
先
し
た
う
え
で
、
事
業
の
実

施
時
期
な
ど
を
見
直
し
ま
し
た
。

・
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
期
間
延

伸
な
ど
に
よ
り
、
単
年
度
事
業
費
の
抑

制
を
図
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
の
経
営
改
革
の
取
組
み
を
公
表
し
ま
す
。
彦
根
市
で
は
、

直
面
し
て
い
る
財
政
危
機
を
克
服
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
と
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
18
年
２
月
に
、
新
た
な
行

政
改
革
大
綱
（
取
組
期
間
は
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
）
と
、
そ
の

実
施
計
画
で
あ
る
「
彦
根
市
経
営
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
そ
の

着
実
な
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
主
な
改
革
の
取
組
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

な
お
、
取
り
組
み
の
詳
し
い
内
容
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
記
事
中
の
取
組
額
は
、
掲
載

し
て
い
る
主
な
取
組
以
外
の
取
組
分
も
含
み
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先
　

経
営
改
革
推
進
室

30

６
１
０
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

１
３
９
８
番
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抑
え
る
た
め
、
高
金
利
債
の
借
換
を
行

い
ま
し
た
。

分
か
り
や
す
い
財
務
諸
表
の

作
成
と
公
表

・
公
債
費
負
担
比
率
や
経
常
収
支
比
率
、

市
債
残
高
な
ど
を
掲
げ
た
財
政
計
画
を

見
直
し
ま
し
た
。

企
業
会
計
、
特
別
会
計
の
健
全
化

５
、
８
１
１
万
３
千
円
減

・
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
、
使
用

料
の
改
定
を
行
い
、
財
政
運
営
の
健
全

化
に
努
め
ま
し
た
。

行
政
の
守
備
範
囲
の
見
直
し

事
務
事
業
の
再
編
整
理

１
、
５
０
２
万
５
千
円
減

・

健
康
管
理
課
・

保
健
体
育
課
・

彦
根
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ

開
催
し
て
き
た
啓
発
事
業
を
、
共
同
開

催
事
業
「
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
と
し
て
実

施
し
、
参
加
者
の
拡
大
な
ど
実
施
効
果

を
高
め
ま
し
た
。

・
パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ
ト
へ
の
臨
時
職
員
の

派
遣
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
と
の
役
割

分
担
を
見
直
し
、
廃
止
し
ま
し
た
。

補
助
金
等
の
見
直
し

７
、
６
５
２
万
６
千
円
減

・
市
税
前
納
報
奨
金
に
つ
い
て
、
現
在
の

金
利
水
準
や
各
税
目
ご
と
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、
交
付
率
を
引
き
下
げ
ま
し

た
。（
平
成
17
年
度
０
・
３
％→

平
成

・
新
た
な
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
、

旧
市
立
病
院
を
解
体
し
、
彦
根
城
周
辺

の
観
光
駐
車
場
（
京
橋
口
駐
車
場
）
と

し
ま
し
た
。

民
間
活
力
の
導
入

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど

民
間
活
力
の
導
入
推
進

７
、
９
４
５
万
３
千
円
減

・
平
成
18
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
ま
し
た
。【
公
募
　
11
区
分

16
施
設
、
非
公
募
　
９
区
分
15
施
設
】

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
金
亀
荘
」
を
、
平

成
19
年
度
に
民
営
化
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
18
年
度
は
、
指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

・
小
口
簡
易
資
金
に
つ
い
て
、
的
確
な
審

査
と
経
営
指
導
が
一
体
と
な
っ
た
融
資

業
務
の
運
営
を
図
る
た
め
、
融
資
業
務

を
経
験
し
て
い
る
人
材
に
委
託
で
き
る

よ
う
検
討
し
、
平
成
19
年
度
か
ら
、
彦

根
商
工
会
議
所
お
よ
び
稲
枝
商
工
会
に

事
務
の
一
部
を
委
託
し
ま
し
た
。

・
市
立
病
院
事
業
に
つ
い
て
、
給
食
調
理

な
ど
の
業
務
の
委
託
化
を
進
め
、
職
員

削
減
に
努
め
ま
し
た
。

・
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
検
針
・
徴
収
な

ど
の
業
務
の
民
間
委
託
化
に
向
け
て
、

公
募
要
領
、
応
募
資
格
要
件
等
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

公
共
工
事
の
効
率
化

１
２
６
万
円
減

・
公
共
工
事
の
品
質
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成
19
年
度
か
ら
、
施
工
プ
ロ
セ
ス

（
過
程
）
を
重
視
し
た
工
事
成
績
評
定

を
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

扶
助
費
の
見
直
し

２
、
０
４
３
万
４
千
円
減

・
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
う
ち
、
市
単

独
事
業
分
に
つ
い
て
、
所
得
判
定
の
方

法
を
見
直
し
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
り

ま
し
た
。

・
生
活
扶
助
支
給
事
業
に
つ
い
て
、
自
立

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
て
、
就
労

支
援
を
中
心
に
自
立
を
促
し
ま
し
た
。

ま
た
、レ
セ
プ
ト
点
検
の
充
実
を
図
り
、

頻
繁
に
受
診
す
る
人
へ
の
適
正
受
診
指

導
や
、
長
期
入
院
患
者
の
退
院
促
進
指

導
な
ど
を
行
い
、
医
療
扶
助
の
抑
制
に

努
め
ま
し
た
。

・
障
害
者
働
き
・
暮
ら
し
応
援
セ
ン
タ
ー

に
、
就
労
サ
ポ
ー
タ
ー
お
よ
び
職
場
開

拓
員
な
ど
を
設
置
し
、
障
害
の
あ
る
人

の
企
業
な
ど
へ
の
就
労
を
促
進
す
る
こ

と
で
、扶
助
費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

公
債
費
の
見
直
し

５
億
２
、
４
３
０
万
３
千
円
減

・
政
府
系
資
金
の
高
利
債
に
つ
い
て
、
低

利
債
へ
借
換
で
き
る
よ
う
、
全
国
市
長

会
な
ど
を
通
じ
て
国
へ
の
要
望
を
引
き

続
き
行
い
ま
し
た
。

・
水
道
事
業
に
お
い
て
、
公
債
費
負
担
を

18
年
度
０
・
２
％
）

・
平
成
17
年
度
が
終
期
で
あ
っ
た
、
緊
急

雇
用
対
策
彦
根
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
促
進
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
目

的
を
達
成
し
た
た
め
廃
止
し
ま
し
た
。

・
金
融
対
策
利
子
補
給
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
16
年
度
以
降
貸
付
利
率
が
低
利
な

た
め
、
利
子
補
給
を
廃
止
し
ま
し
た
。

・
消
防
団
家
族
感
謝
の
つ
ど
い
（
実
行
委

員
会
交
付
金
）
を
廃
止
し
ま
し
た
。

・
体
育
振
興
会
へ
の
体
育
振
興
補
助
金
を

均
等
割
＋
人
口
割
方
式
か
ら
メ
ニ
ュ
ー

方
式
に
改
正
し
ま
し
た
。

各
種
団
体
等
の
自
主
活
動
の
促
進

１
万
３
千
円
減

・
彦
根
市
が
持
っ
て
い
る
各
種
団
体
な
ど

の
事
務
局
に
つ
い
て
、
事
務
の
団
体
へ

の
引
渡
し
な
ど
に
よ
る
自
立
の
促
進
を

図
り
ま
し
た
。

事
業
の
選
択
と
集
中

６
億
４
、
２
９
５
万
７
千
円
増

・
彦
根
市
が
推
進
す
る
諸
施
策
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
行
政
経
営
改
革
の
実

現
を
図
る
た
め
、
従
来
設
置
し
て
い
た

「
行
政
改
革
推
進
本
部
」
を
改
め
、
新

た
に
「
行
政
経
営
戦
略
会
議
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

提
案
書
（
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
）
な
ど
を
基
に
、
そ
の
事
業

に
最
も
適
し
た
事
業
者
を
選
ぶ
方
式
。
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・
医
師
、
看
護
師
、
技
師
に
専
門
研
修
を

受
講
さ
せ
、
資
質
の
向
上
を
図
り
、
そ

の
結
果
、
２
名
の
看
護
師
が
、
認
定
看

護
師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

効
率
的
、
効
果
的
な

行
政
体
制
の
整
備

適
正
な
定
員
管
理
の
推
進

１
億
２
、
９
７
９
万
３
千
円
減

・
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
、
５
年
間
で

全
職
員
数
（
１
、
４
５
５
人
）
の
４
・

６
％
（
67
人
）
以
上
の
職
員
数
削
減
を

行
う
こ
と
と
し
、
平
成
18
年
度
は
、
９

人
を
削
減
し
ま
し
た
。

人
事
給
与
制
度
の
見
直
し

削
減
額
は
、「

適
正
な
定
員
管
理
の
推
進
」

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
新
給
料
制
度
を

導
入
し
、
行
政
職
給
料
表
で
、
給
料
の

月
額
を
平
均
４
・
８
％
引
下
げ
ま
し

た
。
な
お
、
現
給
保
障
対
応
は
行
う
も

の
の
、
実
質
的
に
当
分
の
間
、
昇
給
を

行
わ
な
い
こ
と
で
人
件
費
の
抑
制
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
調
整
手
当(

支
給
率
２
％)

を

廃
止
し
て
、
地
域
手
当(

18
年
度
は
支

給
率
１
％
）
を
支
給
し
ま
し
た
。
ま
た
、

管
理
職
手
当
の
独
自
カ
ッ
ト
（
部
長
・

次
長
級
10
％
、
課
長
級
８
％
）
の
ほ
か
、

特
別
職
給
料
の
独
自
カ
ッ
ト
（
市
長

16
％
、
助
役
・
収
入
役
・
教
育
長
11
％

カ
ッ
ト
）
を
行
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
導
入
検
討

・
※

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
導
入
に
向
け
て
、
先

進
地
を
調
査
し
、
広
く
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
基
本
的

な
考
え
方
を
整
理
し
ま
し
た
。

歳
入
の
確
保
対
策

受
益
者
負
担
の
適
正
化

１
、
７
７
６
万
２
千
円
歳
入
増

・
ご
み
減
量
化
の
推
進
、
お
よ
び
ご
み
処

理
手
数
料
の
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
平
成
19
年
度
に
彦
根
市
廃
棄

物
減
量
等
推
進
審
議
会
に
諮
問
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

・
平
成
18
年
４
月
か
ら
、
公
共
施
設
の
使

用
料
を
改
定
し
ま
し
た
。

収
納
体
制
の
強
化
と
自
主
財
源
の
確
保

１
億
５
、
２
７
５
万
９
千
円
歳
入
増

・
「
広
報
ひ
こ
ね
」
の
有
料
広
告
の
掲
載

枠
を
、
平
成
18
年
５
月
１
日
号
か
ら
３

枠
増
枠
し
て
６
枠
と
し
ま
し
た
。

・
市
税
を
は
じ
め
、
各
種
手
数
料
や
使
用

料
、
負
担
金
の
未
納
者
に
対
し
て
、
電

話
や
文
書
で
の
催
促
や
、
職
員
や
専
門

の
徴
収
員
に
よ
る
昼
夜
間
の
訪
問
徴
収

の
ほ
か
、
財
産
の
差
押
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
水
道
事
業
で

は
、給
水
停
止
の
件
数
を
増
や
す
な
ど
、

料
金
徴
収
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

・
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
公
有
地
の
売
払

い
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
法
定
外
公

共
物
に
つ
い
て
も
適
正
な
価
格
で
の
売

払
い
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

外
部
の
意
見
を
求
め
る
た
め
、
公
募
委

員
や
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
「
彦
根
市

行
政
評
価
委
員
会
」
を
設
置
し
、
評
価

の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
し
た
。

・
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
経
営
の
透
明
性

を
高
め
、
利
用
者
の
満
足
度
な
ど
、
サ

ー
ビ
ス
の
質
向
上
を
図
る
た
め
、
第
三

者
の
視
点
で
の
評
価
を
行
う
「
彦
根
市

水
道
事
業
評
価
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

５
１
８
万
２
千
円
減

・
経
費
の
節
減
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
な
ど
、
改
革
の
一
層
の
推
進
に
向

け
て
、
各
所
属
ご
と
に
「
組
織
目
標
」

を
定
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
外
国
籍
の
子
ど
も
へ
の
対
応
と
し
て
、

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
す
る
際
に
、

外
国
籍
児
童
・
保
護
者
へ
の
通
知
、
必

要
書
類
の
作
成
、
市
立
小
学
校
へ
の
入

学
意
志
の
確
認
、健
診
な
ど
に
つ
い
て
、

外
国
語
の
文
書
な
ど
で
行
い
ま
し
た
。

能
力
、
成
果
重
視
の
人
事
管
理
、

人
材
育
成
　

２
、
７
２
１
万
５
千
円
増

・
目
標
に
よ
る
管
理
制
度
（
Ｍ
・
Ｂ
・
Ｏ
）

を
導
入
し
、
新
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
人
事
考
課
制
度

を
昇
給
制
度
、
勤
勉
手
当
等
に
反
映
さ

せ
る
制
度
に
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。
（
平
成
18
年
度
は
制
度
構
築
）

ま
た
、
新
人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定

し
ま
し
た
。

【
公
有
地
　
２
件
４
筆
１
、
５
５
６
・

99

法
定
外
公
共
物
　
25
件
37
筆

１
、５
４
０
・
27

】

・
市
立
病
院
事
業
に
お
い
て
、
亜
急
性
期

（
急
性
期
と
慢
性
期
の
中
間
領
域
）
病

床
と
し
て
20
床
を
設
け
、
亜
急
性
期
入

院
医
療
管
理
料
を
診
療
報
酬
へ
加
算
で

き
る
基
準
を
満
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
が

チ
ー
ム
を
作
り
、
患
者
の
栄
養
指
導
を

強
化
し
、
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
新
設

さ
れ
た
栄
養
管
理
実
施
加
算
に
つ
い
て

も
、
診
療
報
酬
に
加
算
で
き
る
基
準
を

満
た
し
ま
し
た
。

・
水
道
事
業
に
つ
い
て
、「
上
下
水
道
使

用
水
料
の
お
知
ら
せ
」
裏
面
に
広
告
を

掲
載
し
、収
入
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

２

時
代
を
切
り
拓
く

行
政
経
営
の
推
進

成
果
重
視
の
行
政
経
営

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の

見
直
し
、
施
策
評
価
制
度
の
導
入

・
平
成
11
年
度
に
導
入
し
た
事
務
事
業
評

価
を
見
直
す
と
と
も
に
、
総
合
発
展
計

画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
併
せ
て
、

平
成
18
年
度
か
ら
施
策
評
価
を
導
入
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
が
実
施
す
る
行
政

評
価
の
客
観
性
と
透
明
性
を
高
め
、
効

率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
、
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特集

情
報
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
地
番
と

位
置
の
相
互
の
照
合
が
容
易
に
行
え
る

よ
う
、
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
行
い
、

事
務
の
効
率
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

・
消
防
関
係
各
種
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

に
つ
い
て
は
、
市
例
規
集
シ
ス
テ
ム
な

ど
を
活
用
し
、
関
係
各
課
と
調
整
し
な

が
ら
一
括
し
て「
消
防
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
」

に
貼
り
出
し
ま
し
た
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

企
業
誘
致
の
推
進
等
、
ま
ち
の
活
性
化
　

１
５
７
万
円
増

・
企
業
誘
致
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
県
内
外
の
企
業
情
報
な
ど
を

積
極
的
に
入
手
に
す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
適
地
紹
介
な
ど
情
報
発
信
で
き
る

資
料
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提

供
し
ま
し
た
。

３

市
民
の
参
画
と

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

透
明
性
の
高
い

行
政
運
営
の
推
進

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入

・
市
民
の
市
政
へ
の
参
画
を
促
進
し
、
公

正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を
図
る
た

め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
要
綱

を
平
成
19
年
秋
を
目
途
に
制
定
で
き
る

よ
う
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

審
議
会
等
へ
の
公
募
委
員
の
参
画

・
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
15
人
の
う

ち
７
人
を
、
市
民
公
募
に
よ
り
委
嘱
し

ま
し
た
。

説
明
責
任
の
徹
底
　
　
　
１
千
円
減

・
楽
々
園
保
存
整
備
の
全
体
事
業
概
要
お

よ
び
平
成
17
・
18
年
度
の
２
箇
年
で
実

施
す
る
楽
々
園
玄
関
棟
保
存
修
理
工
事

の
進
捗
状
況
を

教
育
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
市
民
へ
の
周

知
に
努
め
ま
し
た
。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

市
政
の
推
進

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定
等

・
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
制
定
に
向
け
て

先
進
地
視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
条
例

の
制
定
目
標
を
平
成
20
年
度
と
し
て
研

究
・
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
自
主
活
動
の

促
進
支
援
　
　

５
１
７
万
６
千
円
増

・
「
美
し
い
行
為
」
お
よ
び
「
地
域
通
貨
」

を
通
じ
て
、
市
民
参
加
に
よ
る
市
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら

美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

・
良
好
な
景
観
の
形
成
に
向
け
て
、
市

民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
協
働
に
よ
り
、

景
観
調
査
の
実
施
お
よ
び
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
し
ま
し
た
。

・
彦
根
駅
前
広
場
の
植
栽
に
つ
い
て
、
国

宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
を
機
に

発
足
し
た
「
ひ
こ
ね
盛
り
上
げ
隊
」
の

協
力
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
統
廃
合

26
万
４
千
円
増

・
平
成
19
年
度
か
ら
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を

次
世
代
育
成
の
拠
点
施
設
と
す
る
た

め
、事
業
内
容
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

ふ
た
ば
保
育
園
内
に
あ
る
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
や
ふ
れ
あ
い
の
館
で
開

催
し
て
い
た
ひ
ろ
ば
事
業
を
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

外
郭
団
体
の
見
直
し

・

彦
根
市
文
化
体
育
振
興
事
業
団
か
ら

派
遣
職
員
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

金
亀
公
園
、
荒
神
山
公
園
、
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
の
施
設
管
理
お
よ
び
彦
根
城
博

物
館
の
一
部
業
務
委
託
を
取
り
止
め
、

組
織
・
人
員
配
置
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
化
と
向
上

窓
口
業
務
の
迅
速
化
な
ど

サ
ー
ビ
ス
の
向
上１

０
７
万
６
千
円
増

・
※

Ｃ
Ｓ
向
上
運
動
の
２
年
目
の
取
組
と

し
て
、
窓
口
応
対
の
実
践
力
を
高
め
る

こ
と
を
目
標
に
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

運
動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
職
場
推
進
会
議
窓
口
応

対
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
応
対
の
総

合
評
価
が
５
点
満
点
で
、
平
成
18
年
４

月
で
は
、
４
・
17
点
で
し
た
が
、
同
年

12
月
の
再
調
査
で
は
、
４
・
35
点
と
、

０
・
18
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

・
農
家
台
帳
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
地
図

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

「P
riva

te
F

in
a

n
ce

In
itia

tive

」
の
略
。
公
共
施
設
な
ど
の

建
設
や
維
持
管
理
、
運
営
な
ど
を
民
間

の
資
金
や
経
営
能
力
、
お
よ
び
技
術
を

活
用
し
て
行
い
、
効
率
的
、
効
果
的
に

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
方
式
。

※
Ｃ
Ｓ

「C
itizen

S
atisfaction

」
の

略
で
市
民
満
足
度
の
こ
と
。
民
間
企
業

で
使
わ
れ
る
「
顧
客
満
足
度
」
と
同
様

の
意
味
。
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安
政
７
年(

１
８
６
０)

３
月
３
日
、
彦
根
藩

主
井
伊
直
弼
が
江
戸
城
桜
田
門
外
で
水
戸
藩

浪
士
ら
に
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。「
桜
田
門
外
の

変
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
歴
史
的
事

件
で
す
。
平
成
18
年
度
に
行
っ
た
、
彦
根
藩

井
伊
家
文
書(

重
要
文
化
財)

の
修
理
で
、
桜
田

門
外
の
変
の
直
後
の
、
国
元
彦
根
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
「
用
人
御
用
留
」
と
い

う
古
文
書
を
修
復
し
ま
し
た
（
写
真
）。
こ
れ

ま
で
は
傷
み
が
激
し
く
帳
面
を
ひ
ら
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
修
理
の
結
果
、

内
容
を
解
読
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
用
人
御
用
留
」
は
、
彦
根
に
い
た
用
人

役
の
職
務
日
記
で
す
。
用
人
役
と
は
、
家
老

役
・
中
老
役
に
次
ぐ
重
臣
で
、
藩
主
や
そ
の

家
族
の
婚
姻
の
御
用
向
き
を
勤
め
る
な
ど
、

井
伊
家
の
家
政
に
深
く
関
わ
り
、
ま
た
奥
向

で
働
く
人
々
を
統
括
す
る
役
割
も
担
っ
て
い

ま
し
た
。

「
用
人
御
用
留
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
桜

田
門
外
で
の
「
殿
様
（
＝
直
弼
）
御
不
慮
の

儀
」
を
彦
根
に
知
ら
せ
る
飛
脚
は
、
３
日
の

未
の
刻
（
午
後
２
時
）
に
江
戸
を
出
発
し
ま

じ
め
、
直
弼
の
死
去
に
と
も
な
う
儀
式
を
執
り

行
う
た
め
に
、
大
老
職
経
験
者
が
亡
く
な
っ
た

時
の
過
去
の
記
録
が
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

直
弼
の
死
は
、
公
式
に
は
秘
密
に
さ
れ
ま
し

た
。
将
軍
か
ら
の
病
気
見
舞
い
の
使
者
が
度
々

遣
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
用

人
役
は
、
彦
根
に
い
る
井
伊
家
一
族
に
対
し
、

将
軍
か
ら
使
者
を
派
遣
さ
れ
た
こ
と
の
「
御

悦
び
」
を
述
べ
る
こ
と
ま
で
、
職
務
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ろ
し
い
ま
で
に
形
式
化

さ
れ
た
武
家
社
会
の
特
徴
が
表
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
彦
根
藩
士
た
ち
の
多
く
が
、
直
弼
暗

殺
の
衝
撃
に
動
揺
し
、
怒
り
悲
し
ん
だ
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
一
方
で
、

「
用
人
御
用
留
」
か
ら
は
、
藩
士
た
ち
が
組
織

の
仕
事
と
し
て
淡
々
と
直
弼
の
死
を
処
理
し
て

ゆ
く
一
面
、
す
な
わ
ち
強
固
な
官
僚
組
織
と
し

て
の
藩
の
性
格
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(

彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
　
渡
辺
恒
一)

「
用
人
御
用
留
」
は
、
国
宝
･
彦
根
城
築
城

４
〇
〇
年
記
念
特
別
企
画
展
・
百
花
繚
乱
ー
彦

根
歴
史
絵
巻
ー
巻
の
４
「
決
断
！
開
国
と
大
老

井
伊
直
弼
」(

６
月
16
日

〜
７
月
20
日

･
期

間
中
無
休)

で
展
示
し
ま
す
。

し
た
。
一
刻
も
早
く
事
態
を
急
報
す
る
た
め
に
、

昼
夜
の
隔
て
な
く
東
海
道
を
継
ぎ
立
て
ら
れ
る

こ
の
飛
脚
は
、
３
月
６
日
の
戌
の
刻
（
午
後
８

時
）
に
彦
根
に
着
く
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、

悪
天
候
に
妨
げ
ら
れ
ま
す
。
４
日
の
申
の
刻

（
午
後
４
時
）
か
ら
５
日
の
辰
の
上
刻
（
午
前

８
時
）
ま
で
、
富
士
川
が
川
留
と
な
り
吉
原
宿

（
現
在
の
静
岡
県
富
士
市
）
で
止
ま
り
、
さ
ら

に
、
今
切(

浜
名
湖
が
海
に
通
じ
る
湖
口
の
場

所)

で
は
、「
海
上
風
波
」
が
強
く
渡
海
で
き
ず
、

５
日
の
亥
の
上
刻
（
午
後
９
時
）
か
ら
６
日
の

午
の
中
刻(

正
午)

ま
で
舞
坂
宿
（
現
在
の
静
岡

県
浜
松
市
）
で
止
ま
り
ま
し
た
。
結
局
、
飛
脚

は
予
定
よ
り
１
日
遅
れ
、
７
日
の
晩
に
彦
根
に

到
着
し
ま
し
た
。
直
弼
の
死
の
報
せ
は
、
こ
う

し
て
彦
根
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
飛
脚
は
、
江
戸
か
ら
国
元

へ
の
指
示
も
同
時
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。
指
示

内
容
は
、「
天
徳
院
様
大
魏
院
様
御
逝
去
一
巻

留
」
を
直
ち
に
江
戸
に
送
付
す
る
よ
う
に
、
と

い
う
も
の
で
し
た
。
天
徳
院
は
12
代
井
伊
直
亮
、

大
魏
院
は
10
代
井
伊
直
幸
で
、
と
も
に
幕
府
大

老
を
勤
め
た
人
物
で
す
。
つ
ま
り
、
葬
儀
を
は

7 広報ひこね　平成19年６月１日
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延べ440人の皆さんから俳句501点、短歌204点、川

柳230点、冠句251点、詩19点、随筆・評論21点、小

説7点、合計1,233点の応募をいただきました。

これらの中から、特選19点、入選43点、佳作139点

が選ばれました。

各部門の特選は、次の皆さんです。〈敬称略〉

万
緑
を
抜
け
来
し
髪
の
し
め
り
か
な

誓
文
の
五
角
の
塔
や
夏
の
雲

四
百
年
古
城
守
る
濠
水
温
む

推
敲
に
乱
れ
し
文
字
の
な
ら
ぶ
あ
と
調
ひ
し
歌
書
き
あ
げ
て
い
く

夢
と
い
ふ
ほ
ど
に
あ
ら
ぬ
も
老
い
わ
れ
に
少
し
派
手
な
る
カ
ー
テ
ン
求
む

い
か
な
ご
の
釘
煮
届
き
ぬ
妹
よ
り
の
我
が
家
に
春
の
一
番
便
り

そ
ば
に
居
る
ト
ン
ボ
に
何
も
か
も
話
す

イ
ヤ
リ
ン
グ
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
光
っ
て
る

あ
り
余
る
中
で
失
う
旬
の
味

城
映
え
る
　
四
方
の
平
和
に
抱
か
れ
て

我
が
山
河
　
余
命
豊
に
明
日
に
生
く

雲
流
れ
　
野
は
万
象
の
詩
衣

『
ふ
た
り
だ
け
の
お
し
ゃ
べ
り
』

『
詩
を
煮
る
』

『
い
く
さ
』

『
Ｍ
君
に
捧
ぐ
』

『
気
つ
け
て
か
い
ら
い
な
』

『
母
の
着
物
』

『
凡
鬼
』

谷

口

清

香

（
稲
枝
町
）

野

田

市

郎

（
新
海
町
）

吉

原

千

恵

子
（
馬
場
二
丁
目
）

久

永

朝

子

（
西
今
町
）

落

合

秀

（
松
原
町
）

川

添

照

子

（
開
出
今
町
）

田

中

和

子

（
戸
賀
町
）

知

野

見

松

子
（
東
近
江
市
）

大

堀

美

津

子

（
芹
川
町
）

松

岡

晴

代

（
西
今
町
）

池

田

マ

サ

（
金
沢
町
）

安

居

清

七
（
新
海
町
）

斎

藤

友

佳

子
（
東
近
江
市
）

井

豊

（
正
法
寺
町
）

や
ま
か
み
　
ま
さ
よ
（
西
今
町
）

平

塚

か

お

る

（
平
田
町
）

西

沢

三

郎

（
京
町
三
丁
目
）

近

藤

正

彦

（
中
央
町
）

増

田

由

季
（
日
夏
町
）

彦
根
市
で
は
、
６

月
１
日

か
ら
防

犯
・
火
災
・
災
害
の
情

報
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
メ
ー
ル
配
信
の

申
込
み
を
し
た
人
に
、
そ
の
人
が
希
望

す
る
情
報
を
発
信
す
る
も
の
で
す
。
不

審
者
情
報
や
火
災
情
報
、
災
害
情
報
を

い
ち
早
く
メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。

《
登
録
方
法
》

メ
ー
ル
の
配
信
を
希
望
す
る
人
は
、

自
分
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

touroku@
hikone

city.jp

《
メ
ー
ル
配
信
登
録
が
で
き
る
情
報
》

▼
防
犯
情
報：

不
審
者
が
現
れ
た
地
域

や
不
審
者
の
特
徴
な
ど

▼
火
災
情
報：

建
物
、
車
両
、
林
野
な

ど
の
火
災
情
報

▼
災
害
情
報：

災
害
の
発
生
状
況
、
避

難
勧
告
、
ダ
ム
放
流
、
河
川
警
戒
水

位
な
ど

▼
配
信
す
る
時
間：

防
犯
情
報
に
つ
い

て
は
、
原
則
、
平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

《
利
用
上
の
注
意
》

・
申
込
み
（
登
録
）
は
無
料
で
す
。（
た

だ
し
、
メ
ー
ル
配
信
の
登
録
・
解
除
、

メ
ー
ル
送
受
信
に
か
か
る
通
信
料
・

パ
ケ
ッ
ト
通
信
費
は
、
登
録
し
た
人

の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

・
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
で
、受
信
制
限
し
て

い
る
場
合
は
、「h

iko
n

e
city.jp

」
の

ド
メ
イ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
で

き
る
よ
う
に
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
た
と
き

は
、
再
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
の
解
除
は
い
つ
で
も
可
能
で
す
。

・
こ
の
メ
ー
ル
は
、
情
報
の
配
信
の
み

で
、
返
信
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
携
帯
電
話
の
電
波
状
態
や
通
信
事
業

者
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
条
件
に
よ
っ

て
は
、
メ
ー
ル
着
信
に
支
障
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
防
犯
情
報
に
つ
い
て
は
、
彦
根
警
察

署
等
の
許
可
を
経
て
配
信
す
る
内
容

も
あ
り
、
す
べ
て
の
情
報
を
提
供
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

提
供
す
る
情
報
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
注
意
を
呼
び
か
け
る
た
め
に
発
信

す
る
も
の
で
す
。
内
容
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

30
６
１
０

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
１
３
９
８
番

9 広報ひこね　平成19年６月１日

意外と身近にある危険物
消防法上の「危険物」とは、取り扱いを間違えると、火

災を起こす物質のことをいいます。実は、私たちの身の回

りに、ガソリンや灯油などの燃料以外にも危険物を利用し

た製品がたくさんあります。

例えば、マニキュアや除光液、接着剤、塗料などがそれ

にあたります。こうした「危険物」を利用した製品の取り

扱いにはじゅうぶんに注意しましょう。

危険物取扱者試験・危険物取扱者保安講習
危険物を一定量以上貯蔵し、取り扱う施設には、国家資

格を持つ危険物取扱者が必要です。また、危険物取扱者は、

定期的に保安講習を受講しなければなりません。

消防本部・各消防署では、危険物取扱者の資格を得る

ための試験と保安講習の案内と願書を配布しています。

セルフスタンドの安全対策
近年、全国的に普及しつつあるセルフスタンドは、顧客

自らが給油するため、機器の取扱いが不慣れであったり、

危険物を取り扱うという認識が薄かったりするため、ガソ

リンや軽油、灯油などの吹きこぼれや、静電気による火災

が多数発生しています。セルフスタンドを利用する人は、

次ののことを守って、一層の安全確保に努めてください。

給油中はエンジンを停止する

静電気除去シートに触れてから給油する

自動的に給油が止まったら、

それ以上の給油はしない

問い合わせ先 消防本部予

防課 22 0332、FAX22

9427

「危険物　目指せ無事故の　ＭＶＰ」６月３日～９日は「危険物安全週間」です

彦根市青少年育成市民会議

賛助金協力者を
募集しています

「彦根市青少年育成市民会議」

は、各学区（地区）の青少年育成協

議会、青少年育成指導員、警察、

教育機関などで構成される、青少

年の健全育成を目的とする市民の

会議で、青少年団体やグループの

活動支援、青少年の非行防止活動

などを行っています。

この彦根市青少年育成市民会議

では、広く市民の皆さんや市内の

団体から、賛助金協力者を募集し

ています。賛助金は、１口5，000

円です。ご協力いただいた賛助金

は、市民会議の自主財源として、

青少年健全育成にかかわるいろい

ろな事業や、啓発資料の作成・配

布に使わせていただきます。協力

していただいた皆さんには、市民

会議の活動に関する資料などをお

送りします。

問い合わせ先 青少年育成市民会

議事務局（ 子ども青少年課内）

23 9590、FAX26 1768
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特
別
展

「
山
田
洋
次
　
時
代
劇
三
部
作
展
」

「
武
士
の
一
分
」、「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」、「
隠

し
剣

鬼
の
爪
」
な
ど
彦
根
が
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
山
田

洋
次
監
督
の
時
代
劇
三
部
作
の
ス
チ
ー
ル
写
真
や
衣

装
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
間

５
月
31
日

６
月
24
日

場
所

彦
根
城
天
秤
櫓

※
特
別
展
「
山
田
洋
次
　
時
代
劇
三
部
作
展
」
の
入

場
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彦
根
城
の
入
城
に

は
、
城
山
観
覧
料
（
一
般
１
、
０
０
０
円
、
小
・
中

学
生
２
０
０
円
）、
も
し
く
は
、
城
山
お
よ
び
彦
根

城
博
物
館
共
通
観
覧
料
（
大
人
１
、
４
０
０
円
、

小
・
中
学
生
３
５
０
円
）
が
必
要
で
す
。

「
開
国
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」

彦
根
ス
テ
ー
ジ

第
１
日
目

日
時
　
６
月
16
日

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

滋
賀
大
学
経
済
学
部
講
堂
（
馬
場
一
丁
目
）

内
容

基
調
講
演
　
講
師

田
原
総
一
朗
さ
ん

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

第
２
日
目

日
時
　
６
月
17
日

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

彦
根
城
博
物
館
　
能
舞
台

内
容

基
調
講
演
　
講
師

母
利
美
和
さ
ん

（
京
都
女
子
大
学
准
教
授
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

※
参
加
申
込
を
、
５
月
15
日
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
な
お
、
申
込
は
定
員
（
第
１
日
目

２
５
０
人
、

第
２
日
目

１
５
０
人
）
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
同
祭
実
行
委
員
会
（

彦
根
城
築

城
４
０
０
年
祭
推
進
室
内
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
各
日
、
資
料
代
（
２
０

０
円
）
を
い
た
だ
き
ま
す
。

西
の
丸
三
重
櫓
・
天
秤
櫓
を

特
別
公
開
し
て
い
ま
す

西
の
丸
三
重
櫓
と
天
秤
櫓
で
は
、
築
城
４
０
０
年

祭
の
期
間
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
別
展
開
催
期
間
以
外
に
も
、
次
の

日
程
で
建
物
の
内
部
を
公
開
し
ま
す
。
国
宝
の
天
守

と
と
も
に
現
存
す
る
貴
重
な
歴
史
建
築
物
が
伝
え
る

魅
力
を
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

西
の
丸
三
重
櫓

６
月
２
日

〜
同
15
日

天
秤
櫓

６
月
27
日

〜
同
30
日

問
い
合
わ
せ
先
　
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０

年
祭
実
行
委
員
会
（

彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭

推
進
室
内
）

30

６
１
４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

１
３
９
８
番

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
江
戸
彦
根

は
、
３
月
か
ら
、
彦
根
城
内
の

内
堀
で
屋
形
船
を
運
航
し
て
い

ま
す
。
長
さ
約
10
メ
ー
ト
ル
、

幅
約
２
・
５
メ
ー
ト
ル
の
屋
形

船
は
、
彦
根
城
博
物
館
に
残
る

絵
図
面
な
ど
を
基
に
、
復
元
し

た
も
の
で
、
一
度
に
11
人
の
お

客
様
を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
表
紙
写
真
）

現
在
は
、
２
人
の
船
頭
が
船

を
操
り
、
１
日
に
６
回
、
１
回

約
50
分
か
け
て
、
内
堀
を
運
行

し
て
い
ま
す
。
玄
宮
園
前
か
ら
、

表
門
橋
、
大
手
門
橋
を
く
ぐ
っ

て
、
山
崎
郭
前
で
折
り
返
す
遊

覧
コ
ー
ス
は
、
市
内
外
か
ら
来

ら
れ
た
お
客
様
に
も
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

屋
形
船
か
ら
見
た
景
色
は
、

お
堀
沿
い
を
歩
い
て
見
る
景
色

と
は
、
ひ
と
味
違
い
ま
す
。
手

を
伸
ば
せ
ば
届
き
そ
う
な
内
堀

の
水
面
、
そ
の
積
み
方
や
、
小

さ
な
石
ま
で
見
え
る
石
垣
、
頭

上
を
通
過
す
る
表
門
橋
と
大
手

門
橋
な
ど
は
、
彦
根
城
の
美
し

さ
を
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ

ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
私
た

ち
の
屋
形
船
で
、
彦
根
城
を
お

堀
か
ら
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
江
戸
彦
根
が

運
行
す
る
屋
形
船
は
有
料
で

す
。
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2007アートフェスタ勝負市

日時 ６月19日 13：00～18：00

10日 10：00～17：00
（雨天決行）

場所 花しょうぶ通り商店街

内容 オープンアートの展示・販売、屋台村、ライブコ

ンサート、抽選会、大迷路＆参加体験コーナー　など

問い合わせ先 同実行委員会 090 9629 2810（和田方）

全国手作り甲 サミット
＆街角パフォーマンス

全国手作り甲冑サミット
各地の甲 自慢、お国自慢、

パネルディスカッション

日時 ６月９日 10：00～12：00

場所 彦根城博物館　講堂

入場料 無料

街角パフォーマンス
戦国甲 劇「関ヶ原」

～夢の対決　井伊の赤備え隊VS佐和山主従～

日時 ６月10日 12：30～13：00

場所 2007アートフェスタ勝負市特設会場

（花しょうぶ通り商店街）

観覧料 無料

問い合わせ先 ひこね「町の駅」寺子屋力石 27 2810

ひこねお城大使に選ばれたお二人には、

これから１年間、彦根を代表して他市との

交流事業や各種行催事、観光キャンペーン

などで活躍していただきます。

安居良子さん
（新海町）

辻　由佳さん
（外町）
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〈内容〉残業だらけのお父さんと比べると、「お母さんはラ

ク」なのでしょうか。少子高齢化は、もっと社会で活躍し

たいと思う「女性のワガママ」のせいでしょうか。さまざ

まなデータを見ながら、女性をとりまく社会について考え

ます。 〈講師〉永田えり子さん（滋賀大学経済学部教授）〈日時〉

６月30日 10：00～12：00 〈場所〉 男女共同参画セ

ンター「ウィズ」〈対象〉市内に在住、在勤、在学する人

〈定員〉50人（先着順）〈受講料〉200円 〈申込期間〉６月29日

〈その他〉０歳～就学前の子どもを対象とした託児

サービスを行います（要予約、１人につき200円）〈申込・問い

合わせ先〉 男女共同参画センター「ウィズ」（平田町）

24 3529、Ｅメール：with.hikone@oboe.ocn.ne.jp

〈学習方法〉７か月間、毎月１冊ずつテキストを送ります。

読んだ後、同封の用紙に感想、質問、意見などを書いて返

送してください。折り返し運営委員から返事を差し上げ、

さらに理解を深めていただきます。〈期間〉７月～平成20年

１月 〈受講資格〉市内に在住・在学・在勤の人 ※原則と

して、過去３年間に本講座を受講した人は除く 〈定員〉70

人（先着順）〈受講料〉無料 〈申

込期限〉６月22日 〈申込方

法・問い合わせ先〉はがきに住所、

氏名、年代（10歳代、20歳代など）、

電話番号を書いて 教育委員会

人権教育課（〒522 0001 尾末町

１ 38）へ。 24 7971（土・日曜

日を除く8：30～17：15）、FAX23

9190でも受け付けます。

〈内容・講師〉 （理学療法士） 知

って納得 糖尿病の薬（薬剤師） 元気ハツラツ 夏の食べ

物（管理栄養士） はじめよう予防　正しく学ぼう歯周ケ

ア（歯科口腔外科医師、歯科衛生士）〈日時〉６月22日 13：

30～16：30 〈場所〉市立病院３階　講堂 〈参加費〉無料

〈問い合わせ先〉彦根市立病院外来１ブロック 22 6050

（内線1302）※問い合わせは、月～金曜日の13：00～17：

00にお願いします。

〈募集住宅〉芹川団地１棟（芹川町）１戸　※今回の募集では、

単身入居の応募はできません。〈受付期間〉６月15日 ～同

25日 （土・日曜日は除く）の８：30～17：15 〈入居の決定〉

７月下旬ごろ 〈入居できる時期〉８月上旬以降 〈申込方

法〉本人または同居（同居予定を含む）の家族の人が、

住宅管理室（市役所１階）へ申込書を提出してください。※

申込書などの書類の交付は、６月１日 から同室で行いま

す。〈問い合わせ先〉 住宅管理室 30 6123、FAX22

1398

〈日時〉７月11日 ・同12日 の9：00～16：00 〈場所〉

消防本部（西今町）〈受講料〉5,000円（テキスト代を含む）〈定

員〉78人（先着順）〈申込期間〉６月18日 ～同22日 の8：

30～17：15〈申込・問い合わせ先〉 消防本部予防課 22

0332、消防署南分署 43 5670、同北分署 23 0119、同

犬上分署 38 3130

人権問題通信講座

市営住宅入居者

彦根市立病院の糖尿病教室男女共同参画センターウィズ公開講演会「データで見る女性のいま」

甲種防火管理新規講習
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〈内容〉彦根市は、良好な環境の保全・創出と、環境を大切

にした生活と事業活動の指針となる「彦根市環境基本計画

および地域行動計画」を策定しています。この計画には、

平成23年３月までに市が取り組む施策、主な事業や、達成

状況を評価するための目標値などが記されています。この

計画の成果と実施状況について、客観的な評価をする委員

を募集します 〈任期〉委嘱時～平成21年３月31日（会議は平

日の昼間に年４回程度開催予定）〈対象〉市内に在住の人 〈募集

人数〉若干人 〈応募期限〉６月15日 〈応募方法・問

い合わせ先〉住所、名前、年齢、電話番号、応募の動機、環

境に対する思いを書いて 生活環境課（〒522 8501）

30 6116、FAX27 0395、Eメール：kankyohozen@

ma.city.hikone.shiga.jpへ

〈日時〉６月９日 19：00～21：00 ※天候により屋外での

観察は中止の場合があります 〈場所〉芹川周辺　※晒庵

（中 町、旧葬祭事務所）に18：50集合 〈定員〉50人（先着順）

〈参加料〉無料 〈その他〉動きやすい服装でお越しください

〈申込・問い合わせ先〉「快適環境づくりをすすめる会」事務

局（ 生活環境課内） 30 6116、FAX27 0395

〈日時〉６月20日～７月21日 毎週水・土曜日の19：30～

21：00（全10回）〈場所〉 弓道場（市立図書館西隣）〈対象〉高

校生以上 〈定員〉20人（先着順）〈受講料〉5,000円（保険料を

含む）〈申込期限〉６月16日 〈申込・問い合わせ先〉認印

と受講料を持って 弓道場 26 0655へ　

※６月10日 13：00～16：00に、 弓道場で弓道体験教

室を開催します。（事前の申し込み、受講料は不要）

〈内容〉愛知川河畔林で枯れた竹の除去活動を行います。ま

た、タケノコを採って、試食します。〈日時〉６月24日

９：00～13：00 〈場所〉愛知川河畔林（葉枝見橋上流広場）

〈持ち物〉のこぎり、水筒、タオル、軍手など 〈定員〉100人

（先着順）〈参加費〉200円 〈申込期限〉６月15日 〈申込・

問い合わせ先〉愛知川右岸河畔林の事務局（ 湖東地域振興局

建設管理部河川砂防課内） 27 2248、FAX23 3531

〈対象〉市内か近隣の市町に住む小学２～６年生 〈練習日〉

６月３日 、同17日 、同24日 ７月１日 、同８日 、

同29日 ８月２日 、同３日 同４日 同５日

同11日 同12日 ９月２日 ※練習時間はお問い合

わせください。８月４日 同５日 同12日

〈場所〉ブリヂストン体育館（高宮町）〈費用〉参加料

4,000円 〈申込方法・問い合わせ先〉電話かファクスで名

前、学年、連絡先を彦根市ハンドボール協会（前川方） ・

FAX22 1065へ

〈内容〉ホームヘルパー２級の資格取得を目指す研修 〈実

施期間〉６月27日 ～10月23日 のうち20日間　※別に４

日間の実習があります 〈場所〉聖泉大学（肥田町）〈定員〉

30人 ※応募者多数の場合は抽選 〈応募資格〉県内に居住

し、講習開始日に55歳以上65歳未満の人で、介護の分野

での就労などを目指す人 〈受講料〉無料 〈申込期限〉６月

19日 〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがきの往信の裏

面に、ホームヘルパー養成講習、開催場所（聖泉大学）、住

所、氏名（ふりがな）、生年月日、電話番号を、返信の表面

に、郵便番号、住所、氏名を書いて 滋賀県シルバー人材

センター連合会（〒520 0051 大津市梅林一丁目3 10） 077

525 4128、FAX077 527 9490へ

〈内容〉大会に参加する障害のある人のサポート 〈日時〉７

月29日 ８：30～16：00 ※午後からのレクリエーショ

ンのみ参加できる人は11：00～16：00 〈場所〉ひこね市文

化プラザ 〈申込期限〉６月30日 〈その他〉昼食は主催者

で準備します〈申込方法・問い合わせ先〉ファクスまたは

Ｅメールで、同大会事務局（彦根市手をつなぐ育成会） 26

8180、FAX26 8220、Ｅメール：hikonekentaikai@

yahoo.co.jpまで申し込んでください。

〈内容〉日ごろから市内でダンスをしている、団体、グルー

プによるダンスフェスティバルへの参加者を募集します。

〈日時〉８月18日 13：00～15：30 〈場所〉ひこね市文化

プラザエコーホール〈応募条件〉次の３つの条件を満たす個

人、団体（ダンスの例：ジャズ、コンテンポラリー、ストリートダンスなど）

市内に在住、在勤、在学する人、または彦根市の出身者 ※団

体の場合は主なメンバーがこの条件を満たすこと　 舞台（リ

ノリウムの床材）の上で発表できること　 フェスティバルの企

画、運営に参加できること 〈募集グループ数〉個人、グループ

を含めて10団体（先着順）〈参加費〉無料 〈募集期限〉６月２日

～同16日 〈応募方法〉所定の応募用紙に記入の上、ひ

こね市文化プラザ窓口で直接申し込んでください。応募用

紙は、同窓口に備え付けてあるほか、郵送、ファクスで送る

こともできます。〈応募・問い合わせ先〉ひこね市文化プラ

ザ ダンスフェスティバル係 26 8601、FAX26 8602

愛知川河畔林でタケノコを採ろう

彦根市弓道連盟　弓道教室

彦根市環境パートナー委員会委員

ホームヘルパー養成研修（２級課程）受講生

彦根市キッズ（小学生）ハンドボール教室

第42回滋賀県知的障害者教育福祉振興大会 ボランティア
ホタルの観察会

サマーフェスティバル in  ダンスフェスティバル



こ
れ
ま
で
の
税
制
改
正
シ
リ
ー
ズ
で
も
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
国
の
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
税
源
移
譲
が
始
ま
り
ま
し
た
。
給
与
所

得
者
な
ど
で
は
、
す
で
に
今
年
の
１
月
か
ら
所

得
税
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
月
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
住
民
税
が
増
え
ま
す
。

住
民
税
は
、
な
ぜ
増
え
る

住
民
に
と
っ
て
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
現

在
進
め
ら
れ
て
い
る
改
革
（
地
方
分
権
）
は
、
地

方
団
体
が
、
地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
自

ら
の
責
任
で
効
率
よ
く
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

そ
の
な
か
で
、
県
や
市
な
ど
の
地
方
団

体
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
所
得

税
（
国
の
税
金
）
を
減
ら
し
、
代
わ
り
に

住
民
税
（
地
方
の
税
金
）
を
増
や
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
住
民
税
が
増
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
団
体
が
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な

財
源
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
〜
４
倍
程
度
に
増
え
ま
す

平
成
19
年
度
か
ら
、
住
民
税
の
税
率

が
変
更
さ
れ
、
一
律
の
税
率
（
10
％
）
に

な
り
ま
す
。(

表
１)

ま
た
、
所
得
税
の
税
率
も
、
平
成
19

年
分
か
ら
、
住
民
税
と
あ
わ
せ
た
税
率

が
こ
れ
ま
で
と
同
じ
に
な
る
よ
う
に
変

更
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、

住
民
税
は
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
、
２

〜
４
倍
程
度
に
増
え
ま
す
。
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住
民
税
と
、
市
・
県
民
税
は
、

同
じ
も
の
で
す
か
。

同
じ
も
の
で
す
。
彦
根
市
の
場

合
、
市
民
税
・
県
民
税
が
正
式
な

名
称
で
す
。
市
町
村
に
よ
り
、
町
・
府

民
税
な
ど
名
称
が
異
な
る
た
め
、
一
般

的
に
は
「
住
民
税
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

住
民
税
は
、
何
を
も
と
に
計
算
し

て
い
ま
す
か
。

平
成
19
年
度
の
住
民
税
は
、
平

成
18
年
中
の
所
得
と
同
年
末
現
在

の
控
除
内
容
で
計
算
し
ま
す
。
確
定
申

告
書
や
、
市
民
税
申
告
書
の
内
容
で
計

算
し
ま
す
が
、
給
与
所
得
や
、
年
金
収

入
の
人
は
、
支
払
先
か
ら
彦
根
市
へ
の

報
告
内
容
に
よ
っ
て
計
算
し
ま
す
。

住
民
税
の
税
率
が
増
え
る
の
は
、

※

課
税
標
準
額
が
２
０
０
万
円
以
下

の
部
分
だ
け
で
す
。
こ
れ
で
本
当
に
住

民
税
が
増
え
る
の
で
す
か
。

平
成
18
年
度
ま
で
の
住
民
税
は
、

超
過
累
進
課
税
と
い
う
方
式
で
計

算
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
課
税
標
準
額
が

一
定
額
を
超
え
る
と
、
超
え
た
部
分
は

高
い
税
率
で
計
算
す
る
方
式
で
す
。
そ

の
た
め
、
課
税
標
準
額
が
、
２
０
０
万

円
を
超
え
る
人
も
、
２
０
０
万
円
ま
で

の
部
分
の
税
率
は
５
％
で
し
た
。

平
成
19
年
度
か
ら
、
２
０
０
万
円
以

下
の
部
分
の
税
率
が
、
５
％
か
ら
10
％

に
な
り
、
課
税
標
準
額
が
２
０
０
万
円

以
下
の
人
の
所
得
割
税
額
が
約
２
倍
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
課
税
標
準
額
が
２

０
０
万
円
か
ら
７
０
０
万
円
の
人
も
、

２
０
０
万
円
以
下
の
部
分
で
税
額
が
10

万
円
増
え
、
７
０
０
万
円
を
超
え
る
人

も
、
１
０
０
０
万
円
程
度
ま
で
の
人
は
、

税
額
が
増
え
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い

る
の
で
、
所
得
税
は
非
課
税
で
す
。

住
民
税
が
増
え
る
と
損
す
る
の
で
は
。

今
回
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
平

成
19
年
以
降
の
所
得
税
に
お
い
て
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
よ
る
減
税
額
が
減

る
場
合
に
は
、
彦
根
市
に
申
請
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
平
成
20
年
度
以
降
の
住

民
税
で
減
税
し
ま
す
。（
申
請
方
法
は
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

毎
月
の
所
得
税
は
、
住
民
税
の

増
加
に
比
べ
る
と
下
が
っ
て
い
な

い
と
思
い
ま
す
が
。

毎
月
の
給
与
収
入
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
所
得
税
は
、
そ
の
月
の
収

入
に
よ
っ
て
税
額
が
変
わ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
前
年
分
収
入
で
計
算
す
る
住

民
税
と
単
純
に
は
比
較
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
所
得
税
は
、
賞
与
支
給
時
に
一

番
多
く
天
引
き
さ
れ
、
こ
の
分
の
所
得

税
も
減
少
し
ま
す
。
な
お
、
住
民
税
は
、

賞
与
分
か
ら
は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。

住

民

税

あ
ん
な
質
問
、
こ
ん
な
質
問
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「医療費のお知らせ」を
お届けします

彦根市では、国民健康保険（国保）

加入者や老人保健法の適用を受けて

いる人に「医療費のお知らせ」をお

届けしています。この通知は、同じ

月に医療機関で受診した人の医療費

を、世帯ごとにお知らせしているも

のです。

皆さんに負担していただいている

保険料などを、医療費として有効に

活用するために、適切な受診を心が

けていただくよう、今年度も引き続

き実施します。

なお、通知は、国保加入者には年

間７回、老人保健法適用の人には年

間４回お知らせする予定です。

問い合わせ先 保険年金課

30 6112番、FAX22 1398

福祉医療費受給券
福祉助成券の
更新申請が始まります

現在使っていただいている福祉医

療費受給券、重度障害老人等福祉助

成券は、８月１日（水）から新しい

ものに変ります。

これらの交付を受けていて、８月

１日以降も引き続き医療費の受給な

どを受けるためには、更新の手続が

必要です。更新の手続に必要な書類

は、近々郵送します。（乳幼児は除

きます。）提出しないと、新しい受

給券等の発行が一時保留されますの

でご注意ください。

提出期限 6月29日

問い合わせ先 保険年金課

30 6112番、FAX22 1398

収
入
が
同
じ
で
も
、
住
民
税
が

４
倍
に
な
る
と
聞
き
ま
し
た
が
本

当
で
す
か
。

昭
和
15
年
１
月
２
日
以
前
生
ま

れ
の
人
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
、
住
民

税
が
約
４
倍
に
増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
平
成
17
年
度
ま
で
は
、
65
歳
以
上

の
人
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１

２
５
万
円
以
下
の
人
は
非
課
税
で
し
た

が
、
平
成
18
年
度
か
ら
、
こ
の
措
置
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
度
に

税
額
を
本
来
の
額
に
せ
ず
に
、
３
年
間

で
段
階
的
に
本
来
の
税
額
に
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
は
、

そ
の
経
過
措
置
で
約
２
倍
に
住
民
税
が

増
え
る
と
同
時
に
、
税
源
移
譲
の
影
響

で
も
約
２
倍
に
増
加
し
ま
す
。
合
わ
せ

る
と
、
約
４
倍
に
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

所
得
税
は
、

も
う
減
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す

給
与
所
得
者
は
、
す
で
に
今
年
の
１
月
以
降

の
給
与
や
賞
与
か
ら
、
源
泉
徴
収
額
が
減
っ
て

い
ま
す
。
年
金
受
給
者
に
つ
い
て
も
、
年
金
の

源
泉
徴
収
額
が
平
成
19
年
分
か
ら
減
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
事
業
所
得
者
の
場
合
は
、
平
成
20

年
３
月
の
確
定
申
告
分
（
ま
た
は
、
７
月
か
ら
の

予
定
納
税
分
）
か
ら
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
住
民
税
と
所
得
税
で
は
、
計
算
の
対
象
と
な

る
収
入
の
年
分
が
異
な
る
た
め
、
税
額
は
、

収
入
の
増
減
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。

税
源
移
譲
で
の
負
担
は
変
更
な
し

た
だ
し
、
定
率
減
税
廃
止
分
は
増
え
ま
す

住
民
税
が
増
え
る
一
方
で
、
所
得
税
は
減
る

た
め
、
税
源
移
譲
に
よ
る
税
金
の
負
担
額
の
増

減
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
定

率
減
税
（
所
得
税
10
％
・
住
民
税
７
・
５
％
）
が
、

平
成
19
年
度
か
ら
は
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、「
税
源

移
譲
」
以
外
の
影
響
に
よ
っ
て
、
所
得
な
ど
の

状
況
が
前
年
と
同
じ
で
も
、
負
担
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
表
２
）

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係

30
６

１
４
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
１
３
９
８
番

※
課
税
標
準
額

年
金
や
給
与
、
事
業
収
入
な
ど
の
「
収
入
」
か
ら
公
的
年
金
等
控
除
や

給
与
所
得
控
除
、
事
業
の
経
費
を
差
し
引
い
た
も
の
を
「
所
得
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
の

「
所
得
」
か
ら
基
礎
控
除
、
扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
の
各
種
所
得
控
除
を
差

し
引
い
た
金
額
の
こ
と
を
「
課
税
標
準
額
」
と
い
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
住
民
税
は
、

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【６月後半】

図書館休館日

６月後半

18日 、25日 、28日

２０日

２１日

２２日

２６日

２７日

２９日

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門

稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前

千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前

大 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 一 丁 目 白 山 神 社

新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館

普 光 寺 町 （ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港 屋 駐 車 場 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：１５
１４：００
１４：５０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０

１５日
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１９日
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

６月後半

18日

19日

20日

21日

22日

25日

26日

27日

28日

29日

日夏、亀山地区、稲枝（東）、稲部（稲部東）、野良田、田附、

新海、南三ツ谷、甲崎、肥田（西肥田）

鳥居本地区、日夏、亀山地区、柳川、上西川、下西川、上石寺、

下石寺、稲部（稲部）、稲里、肥田（西肥田）、金沢

鳥居本地区、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、大堀、大橋、

元岡、沼波、日夏、亀山地区、稲部（稲部南）、金沢

鳥居本地区、東沼波、大堀、錦（第２・３部）、河原一丁目、

河原二丁目、河原三丁目、河瀬地区、彦富、稲部（稲部南）

鳥居本地区、河瀬地区、金田、上岡部、下岡部、彦富

鳥居本地区、古沢、松原（四ッ川を除く）、高宮地区、河瀬地

区、彦富

高宮地区、河瀬地区、亀山地区、彦富（笹田団地）

高宮地区、河瀬地区、亀山地区

高宮地区、河瀬地区

高宮地区、河瀬地区
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循
環
器
科
は
、
心
臓
や
血
管
の

病
気
を
み
る
内
科
の
一
つ
で
す
。

循
環
器
科
で
扱
う
病
気
に
は
、
心

筋
梗
塞
や
心
不
全
、
不
整
脈
、
大

動
脈
解
離
、
肺
動
脈
血
栓
な
ど
、

急
速
に
悪
化
し
て
生
命
に
危
険
を

お
よ
ぼ
す
病
気
も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
、突
然
発
症
し
、

専
門
的
な
知
識
や
緊
急
の
処
置
を

必
要
と
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市

立
病
院
で
は
、
循
環
器
科
の
医
師

は
24
時
間
体
制
で
院
内
に
待
機
し

て
い
ま
す
。

緊
急
の
治
療
を
必
要
と
す
る
心

臓
の
病
気
の
多
く
は
、
今
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
胸
部
症
状

か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
冷
汗
や
嘔

吐
を
伴
う
胸
の
痛
み
や
息
苦
し

さ
」「
顔
面
が
蒼
白
に
な
り
手
足

が
冷
た
く
な
る
」「
意
識
が
う
す

れ
る
」
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き

は
、直
ち
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

一
方
で
、
慢
性
に
経
過
す
る
心

臓
や
血
管
の
病
気
の
な
か
に
も
、

専
門
的
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

劇
的
に
快
復
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
動
く
と
胸
の
痛
み
や
息
苦
し

さ
を
感
じ
る
人
は
、
狭
心
症
が
疑

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
歩
く
と
足
が

痛
く
な
り
立
ち
止
ま
る
よ
う
な
人

は
、
足
の
動
脈
が
詰
ま
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の

病
気
も
、
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
血

管
内
治
療
に
よ
っ
て
症
状
は
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
突
然
始

ま
る
動
悸
の
な
か
に
は
、
脈
が
規

則
的
に
速
く
な
る
頻
脈
発
作
が
あ

り
ま
す
が
、
高
周
波
カ
テ
ー
テ
ル

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
で
根
治
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
立
病
院
は
、
こ
れ
ら
の
高
度

な
専
門
医
療
を
提
供
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

おわびと訂正
広報ひこね５月１日号５ページの「市内の子育てサークル」において、 子ども未来室の連絡先が「 25 1580」とある
のは、「 28 1580」の誤りでした。また、同４月１日号11ページの「築城400年祭～４月の行事予定～」で、彦根観光
協会の連絡先が「 22 0001」とあるのは、「 23 0001」の誤りでした。おわびして訂正します。
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補助対象者 彦根市国民健康保険の被保険者

（ドック検診時に国保の資格のある人）で、

国民健康保険料を良好に納付している人など

（詳しくは、 保険年金課にお問い合わせく

ださい）

補助対象となる医療機関と検診の種類

右の表のとおり

補助額 検診費用の３分の２を補助します。

（ただし、30,000円を限度とします。）

申込方法 被保険者証を持って、 保険年金課

（市役所１階 番窓口）、支所・各出張所へ申し

込んでください。（電話による申込はできま

せん。）

申込期間　6月18日 ～7月20日

（土・日曜日は除く）

受診期間　7月～平成20年２月

問い合わせ先

保険年金課 30 6112、FAX22 1398
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野焼きは法律で禁じられています

野焼きは、風俗習慣上、または宗教上の行事を行うために

必要なものなどの例外を除き、法律で禁止されています。

ペットのフンは放置しないで

道路などに犬のフンを放置することは、マナーの問題だけ

でなく、「彦根市ごみの散乱およびふん害のない美しいまち

づくり条例」でも禁止されています。犬の散歩をするときは、

回収用具を持って、犬のふんは必ず回収しましょう。

騒音は周囲の迷惑です

家庭生活、自動車、レジャー、機械やポンプなど、大きな

音が出る原因はさまざまです。大きすぎる音は、騒音として

周囲の迷惑になります。一人ひとりの気配りで、騒音を軽減

しましょう。

問い合わせ先 生活環境課 30 6116、FAX27 0395
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http://www.city.hikone.shiga.jp/

人口と世帯数
平成19年５月１日現在

人　口
男
女
世帯数

（ ）内は前月との比較

１１１,１０５人 （＋ ７４）
５４,６０４人 （＋ ２３）
５６,５０１人　（＋ ５１）
４１,８２２世帯（＋１３０）

旧鈴木屋敷長屋門は、彦根城の中堀に面した第

三郭に建っています。現在は立花町となっている

この一帯には、かつて、300石以上の中級武家屋

敷が広がっていました。天保7年（1836）に城下

町を描いた『御城下惣絵図』によると、当地には

鈴木家５代権十郎重用の名があります。重用の当

時の知行（給与）は350石で、彦根藩の藩校弘道

館の物主（事務長）や、書物奉行、中屋敷留守居

役などを職務としていました。

かつての屋敷地は、間口10間半（約21ｍ）、奥行

27間半（約55ｍ）ありましたが、現在は主屋など

すべてが取り壊され、長屋門のみ現存しています。

長屋門は、桁行８間（約16ｍ）、梁間２間（約４ｍ）

の切妻造りで、正面右に偏して門が設けられ、門

の右に１部屋、左に３部屋の小部屋が連なります。

これらは、中間（武家奉公人）や女中の部屋のほ

か、馬屋や物置として利用されました。建物上半

を白漆喰壁、腰より下を下見板張りとし、要所に

は格子窓を設けています。棟束に文久2年(1862)の

墨書があり、幕末の建物であることが判明してい

ます。

彦根藩では分限（身分）に応じて長屋門の格式

が定められていたようですが、この建物は彦根藩

の中級武家屋敷の典型をなす長屋門として貴重で

あり、昭和52年(1977)に彦根市の指定文化財とな

っています。

彦根市で、プラスチックごみとして収集して

いるのは、主に「プラマーク」（右）のある容

器包装です。これらのごみは、幾つもの工程を

経て、再び資源として利用さ

れます。しかし、プラスチッ

クごみの中に異物が混じって

いると、リサイクルができま

せん。良質の資源としてリサ

イクルするために、次の３つ

の気配りをお願いします。

問い合わせ先 清掃センター管理課 22 2734、

FAX24 7787


